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練馬まちづくりセンター 

平成 22 年度第 1 回 まちづくり講座企画運営会議 

 

 

 

 

 

      会議次第 

 

１．今年度のまちづくり講座の実施について 

 

２．先月実施したアンケートについて 

 

       ３．今年度のまちづくり講座の企画についての議論 

 

       ４．次回の日程調整 
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１．今年度のまちづくり講座の実施について 

 

○まちづくり講座とは、 

平成 13 年度より区民参加のまちづくりのために、まちづくりに関する情報提供・学

習機会の提供を目的として、50 回の講座を実施してきました。 

練馬区では、良好なまちづくりを住民参加で進められるよう、平成 18 年にまちづく

り条例を施行しました。これに伴い、練馬まちづくりセンターは、区民の皆さんが住み

続けたいと思えるような都市環境を実現するために、まちづくり活動を支援する組織と

して発足しました。練馬まちづくりセンターは、区民の皆さんやまちづくり活動を行な

っている団体を対象に、まちづくりにかかわる基礎的な知識や技術に触れる機会として、

「まちづくり講座」を、年 4 回程度開催しています。 

  

○まちづくり講座企画運営会議とは、 

４団体（東京建築士会練馬支部・NPO 練馬まちづくりの会・練馬区・練馬まちづく

りセンター）によって企画運営してきました。本年度よりまちづくり講座は、より広く

区民の皆さんに支持、共感される講座の実現を目指し、企画運営会議をこれまでよりも

オープンな会議として運営することにしました。 
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○今年度のまちづくり講座の実施予定 

開催回数：今年度は 4 回実施予定 

開催時期：平成 22 年 10 月・12 月・1 月・3 月を予定 

 

平成 22 年度まちづくり講座の実施予定 

平成２２年                               平成２３年 

   ５月     ６月       ７～９月     １０～１２月    １～３月 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度 

講座企画

検討 

 

 

アンケート

実施 

 

 

講座企画 

  検討 

 決定 

 

 

 

受講者募集 

講座準備 

 

 

講座実施① 

講座実施② 

受講者募集 

講座準備 

 

 

講座実施③ 

講座実施④ 

企画運営会議（準

備会） 

経過報告・内容検

討 

企画運営会議 

（第 1 回） 

報告・内容検討・

企画運営会議 

（第 2 回） 

経過報告・内容検

討 

企画運営会議 

（第 3 回） 

経過報告・内容検

討 

企画運営会議 

（第 4 回） 

経過報告・内容検

討 

5 月 7 月 9 月 11 月 1 月 

3 月 

企画運営会議（第 5

回） 

次年度方針決定 
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２．先月実施したアンケートについて 

まちづくり講座の企画検討のために、区民の方、区内で活動されているまちづくり団

体の方を対象に、ねりまのまちの良い点、悪い点やまちづくりの課題、講座の企画で取

り上げてほしいテーマや呼んでほしい講師などをお聞きするアンケートを実施しまし

た。 

まちづくり講座アンケート（6 月～7 月上旬） 

  回答数 37 名  計 287 件の意見 

 

■アンケート結果まとめ 

・関心のあるテーマ 

みどり・農業／人付き合いやコミュニティ／商店街／都市開発 

／交通（歩行者・自転車） 

・ねりまのイメージについては、ばらつきがあり、一様ではない 

・ねりまの良い点・悪い点等意見が必ずしもまちづくりの文脈で捉えられていないもの

も多数ある 

・地域のことについて、身近な場所でも、知らないことが多い？ 

 （「○○がない」という意見、でも実は地域にあるものもある） 

・生活のイメージとまちづくりの課題の繋がりが見えにくい？ 

 

■取り上げたいテーマ 

・リサイクル 

・人に伝えるための考え方、まとめ方、言語の使い方の講座 

・景観 

・住民参加のあり方についての考え方についての方法論 

・緑を守るための方策(手段・費用) 

・集合住宅と戸建住宅の融合 

・そもそも、普段「まちづくり」そのものをあまり意識しないので、「まちづくり」とは…

から考えたい。 

・地域通貨の活かし方 

・子供が安心して外で遊べる町を作るために私たちが出来ること 

・雨水利用 

・認知症の方に対する安全を確保 

・まちぐるみの例を知りたい（佐原？） 

・“外”から見た練馬のみどり 

・分散型高集積拠点をもった田園都市 

・ソフト面でなく、ハードの（具体的な）実効性のあること 
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・地域の環境保護と土地利用と公有地化への行政の取り組み 

・地域の環境保護のための税金投入への区民の合意形成 

・「農」と「エネルギー」の地産地消の成功例 

・「アトム通貨」などの地域マネーなどの成功例 

・食物残さや、落ち葉の堆肥化などでゴミゼロを目指すリサイクルタウンなどの成功例 

・自然（緑）と人とまちの共存 

 

■希望講師 

・藤森照信（建築） 

・藤田志保（社長） 

農業、元ギャル。農業するギャル「ノギャル」という言葉を生み出した。「イケてる農業」

を目指して活動を続けている。若者が自ら農業を始めた経緯等参考になると思う。 

・岩崎哲也（生きものに関すること） 

・中島直人（景観） 

・伊藤滋（都市計画・街づくり） 

・外国の方から見た練馬のみどりの感想など聞いてみたい。 

・ミレニアムシティ主催者（ミレニアムシティ活動の普遍化） 
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３．今年度のまちづくり講座の企画についての議論 

 

個別の議論に入る前に、全体の枠組みのご提案… 

 

■センター案 

○まちづくり講座全 4 回のコンセプト 

「ねりまスタイル」 

       →区民等の生活からまちづくりを考える 

            生活を見つめ直すとまちづくりが始まる 

 

     （テーマ）   ×    （地域）    による全 4 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （テーマ）×（地域）＝（個々の生活）×（まちづくり） 

 

  ・テーマに関心のある区民 

  ・その地域に関心のある区民 

に、それぞれ参加してもらい、参加者の生活・暮らしからまちづくりに繋がることを考

えてもらいたい。 

 

 ○講座の方式 

 ・特定の地域を対象、テーマとして、講義、まち歩き、意見交換などを行う 

 ・「△の地域で農業を考える」など、具体的なまちづくりのイメージを持ちやすい講

座とする 

 ・ある地域でのまちづくりを考える上で重要なテーマを選ぶという考え方もある 

 ・地域 4 カ所の選び方は、地域の特徴ごとに選ぶ 

（団地系・農地系・商店街系・住宅地系・自然系…） 

 

 

例： 

○みどり・農業 

○人付き合い、コ

ミュニティ 

○商店街 

○空き家再生 

○…… 

例： 

○石神井 

○大泉（南・北）

○光が丘 

○江古田 

○練馬 

○…… 


